
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,953,664

交付金額 3,953,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

体育館備品　一式

事業費及び交付金額

平成２６年度

無

計

3,953,000

3,953,664

　本事業を実施したことにより、体育館で行う授業や学校行事で使用
できる環境を整備することができた。また、整備後1年間の体育館を
使用する授業回数は６１５回、学校行事（入学式等）は１２回であ
り、目標を達成することができ授業及び学校行事を安定的に行えてい
る。
　保護者及び地域住民への周知については、市ホームページ及び備品
シール、学校便りにより実施した。

　今後とも安定した学校運営のため、学校関係者及び保護者の理解を
得ながら事業を実施。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

名護市長

名護市字幸喜地内

　本小学校の体育館は、授業や学校行事で使用しているが、備品が老
朽化しており、授業等に支障を来す恐れがある。
　このため、体育館備品を更新し､授業等を安定的に行える環境を整
備する。
（参考指標）
・体育館を使用する授業予定回数：５２２回／年
・体育館を使用する行事予定件数：１２件／年

瀬喜田小学校体育館物品購入



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度

円 円 円 円 円 円
事業費 5,843,322

交付金額 5,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、普通教室で行う授業で使用ができる
環境を整備することができた。平成２８年３月末現在の教室を利用し
た授業日数は２０３日であり、当初目標としていた年間授業日数を達
成できた。
　保護者及び地域住民への周知については、市ホームページ及び備品
シール、学校便りにより実施した。

　今後とも安定した学校運営のため、学校関係者及び保護者の理解を
得ながら事業を実施。

無

生徒用机・イス　一式
カーテン等　一式

平成２６年度

事業費及び交付金額

計

5,843,322

5,000,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

久辺中学校ほか２校物品購入

名護市長

名護市字豊原・字大西・字仲尾次地内

　本中学校の生徒用机・イス等の備品は、設置後１５年以上経過し、
老朽化しており、授業等に支障を来す恐れがある。
　このため、生徒用机・イス等を更新し、授業等を安全に行う環境を
整備する。
（参考指標）
・教室を利用する授業日数：２０３日／年



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,513,330

交付金額 6,932,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、普通教室・体育館で行う授業や学校
行事で使用できる環境を整備することができた。平成２８年３月末現
在の教室及び体育館を利用する授業日数は２０３日、学校行事（入学
式等）は１２回であり、当初目標としていた年間授業日数を達成でき
た。
　保護者及び地域住民への周知については、市ホームページ及び備品
シール、学校便りにより実施した。

　今後とも安定した学校運営のため、学校関係者及び保護者の理解を
得ながら事業を実施。

無

体育館備品　一式
生徒用机・イス　一式

平成２６年度

事業費及び交付金額

計

7,513,330

6,932,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

屋部小学校物品購入

名護市長

名護市字屋部地内

　本小学校の普通教室・体育館で使用している生徒用机・イス及び体
育館備品は、設置後１５年以上経過し、老朽化しており、授業等に支
障を来す恐れがある。
　このため、生徒用机・イス及び体育館備品を更新し、授業等を安定
的に行う環境を整備する。
（参考指標）
・教室を利用する授業日数：２０３日／年
・体育館を使用する授業予定日数：２０３日／年
・体育館を使用する行事予定件数：１２件／年


